
 

核融合プラズマの学術課題 
Scientific perspective on fusion plasma research   
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 プラズマ・核融合研究分野全体における研究
最前線を見渡し、そして、その先の2030年代
を見据えた学術研究の将来展望やそこで重要
となり得る研究課題を俯瞰的に整理すること
を目的としたFUSION2030研究会(略称)が展
開されている。「プラズマ科学」「核融合プラ
ズマ」「核融合炉工学」に関する３つのワーキ
ンググループ(WG)が立ち上がり、それぞれの
領域の研究課題などを整理する活動が進めら
れている。そこでのアウトプットは、引き続く
「学術研究テーマ」WG活動へと引き継がれ、
プラズマ核融合サイエンスチャート（マップ＆
ドキュメント）に集約される。 
 本講演では「核融合プラズマ」WGの活動概
況を報告する。環状閉じ込め、先進概念
(Innovative/Alternative Concepts)、慣性閉
じ込めを専門とする23名の研究者でWGが構
成されている。各領域からの4名の幹事（有川、
辻井、釼持、浅井）を中心とし、これまでに６
回の作業会合を含めた活動が推進されてきた。  
 核融合プラズマ研究は『宇宙において最も自
然で普遍的な物質であるプラズマの精密科学
と極限的な工学・技術によって、新たなエネル
ギー源やテクノロジーの可能性を切り拓く知
の創成と体系化を進める理工融合の学問』とし
て見做せる。新たな社会基盤としての核融合エ
ネルギーの実現という究極のアウトプット(到
達目標)に加え、そこへ向かう段階的なアウトプ
ットやマイルストーンを達成/通過する過程で
創出される豊富なアウトカム(波及)を持つこと
が当該研究分野の魅力と強みであると考える。

サイエンスとして新たな知見・手法・概念に関
するブレークスルーを探究する研究は、核融合
炉実現への着実な進展を実証する大型ミッシ
ョン研究(ITER/JT-60SAやDEMOなど)の加速
のみならず、さらにその先の研究・開発の展望
や選択肢を拓くことに貢献する。また、様々な
理論モデルと実験によって核融合炉の炉心た
り得るプラズマの探究はプラズマの精密科学
でもあり、それらの進展は天文学など他の学術
領域へ広く波及することも期待される。 
 上記の観点に沿って、本WGの活動指針を以
下のように設定し、できる限り包括的に研究課
題を列挙することを目的に作業を進めている。 
 

・領域全体の研究最前線および将来の学術研 
究課題の調査・類別・列挙を行う。 
・分野内他領域や他分野への発信を前提とし、
目指すもの(アウトプット)と波及(アウトカ
ム)も含めてできる限り平易に記述する。 

・議論や資料などはコミュニティへ公開する。
https://www-col.nifs.ac.jp/info/Fusion2030/fpwg.html 

 

 研究課題の列挙の方法としては、環状・先進
概念・慣性の研究課題を横断するようなカテゴ
リー(大区分と小区分)を設定し、それぞれの研
究課題の概略(カテゴリー分類＋概要説明＋端
的に課題を示す図１枚)を記述したリスト形式
でまとめる方法をとる。包括的なリスト作成を
進めながら、新たな連携課題の可能性などにつ
いても検討を深め、続く「学術研究テーマ」
WG活動への有益なインプット材料として仕上
げる予定である。 
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